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【部門区分】第７部門第３区分
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【公開番号】特開2001-298637(P2001-298637A)
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【出願番号】特願2001-26941(P2001-26941)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月18日(2008.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　複数の画素からなる入力画像信号の注目画素のフレーム内における位
置を示す位置情報を検出する位置検出手段と、
　前記位置情報に応じて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラス決定
手段と、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択手段と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
　　【請求項２】　前記クラス決定手段は、前記位置情報が前記フレーム中の有効領域と
無効領域のどちらを示すかにより、クラスを決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項３】　前記クラス決定手段は、前記位置情報で示される前記フレームの中心
からの距離に基づいて、前記クラスを決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項４】　前記クラス決定手段は、前記位置情報が、前記フレーム内でテロップ
が挿入される位置と一致することを示すか否かに基づいて、前記クラスを決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項５】　前記入力画像信号の仮注目画素の動きに応じて、前記注目画素を決定
する注目画素決定手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項６】　前記仮注目画素の動きを検出する動き検出手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
　　【請求項７】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号に含ま
れる欠落画素の情報も含む画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項８】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号よりノ
イズの低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。



(2) JP 2001-298637 A5 2008.3.6

　　【請求項９】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より高
解像度の画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項１０】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
レンズの収差による歪みが低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
　　【請求項１１】　複数の画素からなる入力画像信号の注目画素のフレーム内における
位置を示す位置情報を検出する位置検出ステップと、
　前記位置情報に応じて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラス決定
ステップと、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択ステップ
と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステッ
プと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
　　【請求項１２】　複数の画素からなる入力画像信号の注目画素のフレーム内における
位置を示す位置情報を検出する位置検出ステップと、
　前記位置情報に応じて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラス決定
ステップと、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択ステップ
と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステッ
プと
　を含むことを特徴とする画像処理をコンピュータに実行させるプログラムが記録されて
いる記録媒体。
　　【請求項１３】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、前記入力
画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタップ選択手段と、
　前記仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可
変される複数の画素を、前記入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラスタ
ップ選択手段と、
　前記真クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するク
ラス決定手段と、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択手段と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
　　【請求項１４】　前記真クラスタップ選択手段は、前記仮クラスタップの複数の画素
それぞれが、前記フレーム中の無効画像領域に位置する際に、前記無効画像領域に位置す
る画素に代えて、前記フレーム中の有効画像領域の画素を前記真クラスタップとして選択
する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項１５】　前記真クラスタップ選択手段は、前記仮クラスタップの前記フレー
ムの中心からの距離に基づいて、前記真クラスタップを選択する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項１６】　前記真クラスタップ選択手段は、前記仮クラスタップと、
前記フレーム内でテロップが挿入される位置を示す位置情報に基づいて、前記真クラスタ
ップを選択する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
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　　【請求項１７】　前記入力画像信号の仮注目画素の動きに応じて、前記注目画素を決
定する注目画素決定手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項１８】　前記仮注目画素の動きを検出する動き検出手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１７に記載の画像処理装置。
　　【請求項１９】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号に含
まれる欠落画素の情報も含む画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項２０】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
ノイズの低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項２１】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
高解像度の画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項２２】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
レンズの収差による歪みが低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
　　【請求項２３】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、
前記入力画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタップ選択ス
テップと、
　前記仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可
変される複数の画素を、前記入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラスタ
ップ選択ステップと、
　前記真クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するク
ラス決定ステップと、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択ステップ
と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステッ
プと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
　　【請求項２４】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、
前記入力画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタップ選択ス
テップと、
　前記仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可
変される複数の画素を、前記入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラスタ
ップ選択ステップと、
　前記真クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するク
ラス決定ステップと、
　前記入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択ステップ
と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記予測タップに基づく
演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステッ
プと
　を含むことを特徴とする画像処理をコンピュータに実行させるプログラムが記録されて
いる記録媒体。
　　【請求項２５】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、前記入力
画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選択手段と、
　前記クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラ
ス決定手段と、
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　前記各注目画素に対して、前記入力画像信号から複数の画素を仮予測タップとして選択
する仮予測タップ選択手段と、
　前記仮予測タップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可変
される複数の画素を、前記入力画像信号から真予測タップとして選択する真予測タップ選
択手段と、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記真予測タップに基づ
く演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算手段
と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
　　【請求項２６】　前記真予測タップ選択手段は、前記仮予測タップの複数の画素それ
ぞれが、前記フレーム中の無効画像領域に位置する際に、前記無効画像領域に位置する画
素に代えて、前記フレーム中の有効画像領域の画素を前記真予測タップとして選択する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項２７】　前記真予測タップ選択手段は、前記仮予測タップの前記フレームの
中心からの距離に基づいて、前記真予測タップを選択する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項２８】　前記真予測タップ選択手段は、前記仮予測タップと、前記フレーム
内でテロップが挿入される位置を示す位置情報に基づいて、前記真予測タップを選択する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項２９】　前記入力画像信号の仮注目画素の動きに応じて、前記注目画素を決
定する注目画素決定手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項３０】　前記仮注目画素の動きを検出する動き検出手段をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２９に記載の画像処理装置。
　　【請求項３１】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号に含
まれる欠落画素の情報も含む画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項３２】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
ノイズの低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項３３】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
高解像度の画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項３４】　前記演算手段は、前記出力画像信号として、前記入力画像信号より
レンズの収差による歪みが低減された画像信号を出力する
　ことを特徴とする請求項２５に記載の画像処理装置。
　　【請求項３５】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、前記入力
画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選択ステップと、
　前記クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラ
ス決定ステップと、
　前記各注目画素に対して、前記入力画像信号から複数の画素を仮予測タップとして選択
する仮予測タップ選択ステップと、
　前記仮予測タップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可変
される複数の画素を、前記入力画像信号から真予測タップとして選択する真予測タップ選
択ステップと、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記真予測タップに基づ
く演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステ
ップと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
　　【請求項３６】　複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対して、前記入力
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画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選択ステップと、
　前記クラスタップに基づいて、複数のクラスから前記注目画素のクラスを決定するクラ
ス決定ステップと、
　前記各注目画素に対して、前記入力画像信号から複数の画素を仮予測タップとして選択
する仮予測タップ選択ステップと、
　前記仮予測タップのフレーム内における位置に応じて前記注目画素との位置関係が可変
される複数の画素を、前記入力画像信号から真予測タップとして選択する真予測タップ選
択ステップと、
　前記クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、前記真予測タップに基づ
く演算処理を行うことにより、前記入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算ステ
ップと
　を含むことを特徴とする画像処理をコンピュータに実行させるプログラムが記録されて
いる記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本発明の第２の画像処理装置は、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対し
て、入力画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタップ選択手
段と、仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関係が可変さ
れる複数の画素を、入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラスタップ選択
手段と、真クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスを決定するクラ
ス決定手段と、入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予測タップ選択
手段と、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、予測タップに基づく演
算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像信号を出力する演算手段とを備え
ることを特徴とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　本発明の第２の画像処理方法は、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対し
て、入力画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタップ選択ス
テップと、仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関係が可
変される複数の画素を、入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラスタップ
選択ステップと、真クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスを決定
するクラス決定ステップと、入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選択する予
測タップ選択ステップと、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、予測
タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像信号を出力する
演算ステップとを含むことを特徴とする。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　本発明の第２の記録媒体のプログラムは、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画
素に対して、入力画像信号から複数の画素を仮クラスタップとして選択する仮クラスタッ
プ選択ステップと、仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置
関係が可変される複数の画素を、入力画像信号から真クラスタップとして選択する真クラ
スタップ選択ステップと、真クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラ
スを決定するクラス決定ステップと、入力画像信号から複数の画素を予測タップとして選
択する予測タップ選択ステップと、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、およ
び、予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像信号を
出力する演算ステップとを含むことを特徴とする。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　本発明の第３の画像処理装置は、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対し
て、入力画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選択手段と
、クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスを決定するクラス決定手
段と、各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素を仮予測タップとして選択する
仮予測タップ選択手段と、仮予測タップのフレーム内における位置に応じて注目画素との
位置関係が可変される複数の画素を、入力画像信号から真予測タップとして選択する真予
測タップ選択手段と、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、および、真予測タ
ップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像信号を出力する演
算手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　本発明の第３の画像処理方法は、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画素に対し
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て、入力画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選択ステッ
プと、クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスを決定するクラス決
定ステップと、各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素を仮予測タップとして
選択する仮予測タップ選択ステップと、仮予測タップのフレーム内における位置に応じて
注目画素との位置関係が可変される複数の画素を、入力画像信号から真予測タップとして
選択する真予測タップ選択ステップと、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、
および、真予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像
信号を出力する演算ステップとを含むことを特徴とする。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　本発明の第３の記録媒体のプログラムは、複数の画素からなる入力画像信号の各注目画
素に対して、入力画像信号から複数の画素をクラスタップとして選択するクラスタップ選
択ステップと、クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスを決定する
クラス決定ステップと、各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素を仮予測タッ
プとして選択する仮予測タップ選択ステップと、仮予測タップのフレーム内における位置
に応じて注目画素との位置関係が可変される複数の画素を、入力画像信号から真予測タッ
プとして選択する真予測タップ選択ステップと、クラス毎に予め学習により得られた変換
データ、および、真予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な
出力画像信号を出力する演算ステップとを含むことを特徴とする。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　本発明の第２の画像処理装置および方法、並びに記録媒体においては、複数の画素から
なる入力画像信号の各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素が仮クラスタップ
として選択され、仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関
係が可変される複数の画素が、入力画像信号から真クラスタップとして選択され、真クラ
スタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスが決定され、入力画像信号から
複数の画素が予測タップとして選択され、クラス毎に予め学習により得られた変換データ
、および、予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像
信号が出力される。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　本発明の第３の画像処理装置および方法、並びに記録媒体においては、複数の画素から
なる入力画像信号の各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素がクラスタップと
して選択され、クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスが決定され
、各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素が仮予測タップとして選択され、仮
予測タップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関係が可変される複数の
画素が、入力画像信号から真予測タップとして選択され、クラス毎に予め学習により得ら
れた変換データ、および、真予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像よ
り高質な出力画像信号が出力される。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３００
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０２】
　本発明の第２の画像処理装置および方法、並びに記録媒体によれば、複数の画素からな
る入力画像信号の各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素が仮クラスタップと
して選択され、仮クラスタップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関係
が可変される複数の画素が、入力画像信号から真クラスタップとして選択され、真クラス
タップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスが決定され、入力画像信号から複
数の画素が予測タップとして選択され、クラス毎に予め学習により得られた変換データ、
および、予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より高質な出力画像信
号が出力されるようにしたので、画素の画面上の位置にかかわらず、常に、より高質な画
像を生成することができるようになる。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０３】
　本発明の第３の画像処理装置および方法、並びに記録媒体によれば、複数の画素からな
る入力画像信号の各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素がクラスタップとし
て選択され、クラスタップに基づいて、複数のクラスから注目画素のクラスが決定され、
各注目画素に対して、入力画像信号から複数の画素が仮予測タップとして選択され、仮予
測タップのフレーム内における位置に応じて注目画素との位置関係が可変される複数の画
素が、入力画像信号から真予測タップとして選択され、クラス毎に予め学習により得られ
た変換データ、および、真予測タップに基づく演算処理を行うことにより、入力画像より
高質な出力画像信号が出力されるようにしたので、画素の画面上の位置にかかわらず、常
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に、より高質な画像を生成することができるようになる。
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